
ソ

連
参
戦

和
平
交
渉
の
仲
介
役
に
考
え
て
い
た

ソ
連
の
参
戦
は
、
大
き
な
衝
撃
だ
っ
た

突
如
は

じ
ま
っ
た
ソ
連
進
撃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
と
う
ぐ
ん
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
ふ
と

南
部
の
国
境
地
帯
か
ら
沿
海
州
地
方
、
さ
ら
に
樺
太
国

境
の
約
五
〇
〇
〇
キ
ロ
に
わ
た
る
全
戦
線
で
い
っ
せ
い

に
進
撃
を
開
始
。
こ
れ
に
動
員
さ
れ
た
兵
力
は
ワ
シ
レ

フ

ス

キ

ー
元
帥
を
総
司
令
官
と
す
る
約
一
五
〇
万
人
に

の
ぼ
る
大
兵
力
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
だ
　
お
と
み

　

こ
れ
に
た
い
し
、
山
田
乙
三
大
将
を
総
司
令
官
と
す

る
関
東
軍
は
　
「
満
州
」
地
域
に
約
七
五
万
人
の
兵
力

　

日
本
が
依
然
と
し
て
日
ソ
交
渉
に
期
待
を
か
け
て
い
　
　
を
保
有
し
て
い
た
も
の
の
、
近
代
化
さ
れ
た
装
備
を
も

た

こ
ろ
、
8
月
8
日
に
ソ
連
外
相
モ
ロ
ト
フ
は
駐
ソ
大
　
　
つ
ソ
連
軍
に
対
抗
で
き
る
精
鋭
部
隊
は
、
ほ
と
ん
ど
が

　
さ
　
と
う
な
お
た
け

使
佐
藤
尚
武
を
よ
び
、
対
日
参
戦
の
宣
言
を
布
告
。
ソ
　
　
南
方
や
内
地
に
転
用
さ
れ
、
そ
の
実
態
は
現
地
の
在
留

連
は
、
旧
本
が
先
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
を
拒
否
し
た
　
　
邦
人
を
召
集
し
て
編
成
さ
れ
た
戦
闘
能
力
に
と
ぼ
し
い

こ
と
で
、
日
本
と
連
合
国
と
の
仲
介
役
を
ソ
連
が
ひ
き
　
　
兵
力
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

う
け
る
理
由
は
消
滅
し
た
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
大
本
営
は
こ
れ
よ
り
先
5
月
3
0
日
に
「
満
鮮
方
面
対

　
き
と
こ
う
い
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ん
も
う

　
木
戸
幸
一
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
天
皇
は
、
「
戦
争
　
　
蘇
作
戦
計
画
要
綱
」
を
策
定
し
、
関
東
軍
が
満
蒙
地
域

の
収
拾
に

つ
き
急
速
に
決
定
の
要
あ
り
と
思
ふ
故
、
首
　
　
で
ソ
連
軍
を
迎
え
撃
つ
た
め
に
、
満
ソ
国
境
地
帯
に
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

相
と
充
分
懇
談
す
る
様
L
と
発
言
。
天
皇
は
、
こ
こ
で
　
　
植
し
た
満
蒙
開
拓
団
を
は
じ
め
と
す
る
在
留
邦
人
も
関

よ
う
や
く
交
渉
相
手
と
見
な
し
て
き
た
ソ
連
の
対
日
参
　
　
東
軍
と
と
も
に
現
地
に
と
ど
ま
っ
て
、
戦
闘
を
支
援
す

戦
の
決
定
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
恐
怖
心
に
か
ら
れ
、
そ
　
　
る
よ
う
計
画
を
た
て
て
い
た
。
朝
鮮
を
防
衛
す
る
た
め

れ
ま
で
関
心
の
薄
か
っ
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
か
　
　
に
関
東
軍
と
在
留
邦
人
を
、
進
攻
す
る
ソ
連
軍
を
阻
止

た
む
き
は
じ
め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
防
壁
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

8
月
1
5
日
を
対
日
参
戦
日
と
し
て
い
た
ソ
連
は
、
広
　
　
　
ソ
連
参
戦
の
当
日
、
大
本
営
は
関
東
軍
部
隊
に
朝
鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん

島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
を
牽
　
　
防
衛
を
命
ず
る
一
方
で
、
関
東
軍
総
司
令
部
の
「
転

せ
い
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制
す
る
た
め
に
、
8
月
9
日
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
　
　
移
」
を
許
可
し
た
が
、
こ
れ
は
実
質
的
な
退
却
を
意
味

＊
1
　
『
木
戸
幸
一
日
記
』
下
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

六
六
。

＊
2
モ
ン
ゴ
ル
は
一
九
一
一

年

に
清

朝
の
支
配
下
か
ら
独

立
。
し
か
し
、
一
九
一
五
年
か

ら
二
年
間
ほ
ど
中
国
の
宗
主
権

の
も
と
で
自
治
国
と
な
る
。
ロ

シ
ア

革
命
（
一
九
一
七
年
）
の

影
響

は

モ

ン

ゴ

ル

に
も
お
よ

び
、
一
九
二
一
年
7
月
1
日
に

は
、
反
中
国
と
民
族
解
放
を
か

か
げ
た
人
民
党
が
革
命
軍
を
組

織

し
て
独
立
を
達
成
し
、
臨
時

人
民
政
府
を
樹
立
。
一
九
二
四

年
に
は
私
有
権
の
禁
止
な
ど
を

定
め
た
憲
法
を
制
定
し
、
世
界

で

二
番

目
の
社
会
主
義
国
と
な

る
。＊

3
　
粟
屋
憲
太
郎
・
川
島
高

峰
編
集
解
説
『
国
際
検
察
局
押

収
重
要
文
書
①
　
敗
戦
時
全
国

治
安
情
報
』
第
7
巻
、
日
本
図

書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
四
。



し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ソ
連
軍
の
正
面
に
は
壊
滅
状
　
　
威
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

態
に
お
い
こ
ま
れ
て
四
散
す
る
関
東
軍
部
隊
に
置
き
去
　
　
　
そ
れ
を
証
明
す
る
よ
う
に
、
8
月
1
1
日
に
大
分
県
警

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
て

り
に
さ
れ
た
多
く
の
在
留
邦
人
た
ち
が
い
た
。
　
　
　
　
　
察
部
長
が
内
務
省
警
保
局
保
安
課
長
宛
に
送
付
し
た
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
告
書
「
ソ
連
ノ
宣
戦
等
二
伴
フ
県
民
ノ
動
向
ノ
件
」
に

　
　参
戦
に

よ
る
悲
劇
と
政
局
の
転
換
　
　
　
は
・
・
ソ
連
参
戦
に
付
て
は
県
民
霜
当
衝
動
を
与
へ

　
近
代
化
装
備
の
ソ
連
軍
の
前
に
、
関
東
軍
は
全
線
に
　
　
た
る
こ
と
は
争
ふ
べ
か
ら
ず
　
衝
動
大
な
る
為
目
下
の

わ
た

っ

て
、
た
ち
ま
ち
総
崩
れ
と
な
り
、
民
間
人
を
も
　
　
処
反
発
的
精
神
力
の
発
露
認
め
難
く
不
安
の
点
濃
し
L

ふ
く
め
て
最
終
的
に
は
約
五
七
万
五
〇
〇
〇
人
に
も
お
　
　
と
の
記
述
が
あ
る
。
ソ
連
参
戦
の
事
実
が
あ
た
え
た
不

よ
ぶ
人
た
ち
が
ソ
連
軍
の
捕
虜
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
安
と
動
揺
の
大
き
さ
を
治
安
当
局
も
率
直
に
み
と
め
ざ

　
そ

し
て
、
シ
ベ
リ
ア
や
中
央
ア
ジ
ア
な
ど
に
抑
留
さ
　
　
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

れ
、
強
制
労
働
な
ど
に
従
事
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
　
さ
ら
に
、
報
告
書
は
民
衆
の
な
か
に
、

＊
4
　
た
と
え
ぽ
、
こ
の
と
き

の

阿
南
惟
幾
陸
相
は
、
「
将
来

に
対

し
固
よ
り
楽
観
は
出
来
せ

ざ
る
も
此
儘
終
戦
と
な
ら
ば
大

和
民
族
は
精
神
的
に
死
し
た
る

も
同
様
な
り
」
と
強
硬
な
受
諾

反
対
論
を
主
張
し
て
い
た
（
参

謀
本
部
編

『

敗
戦
の
記
録
』
原

書
房
、
一
九
八
九
）
。

大
興
安
嶺
山
脈
を
こ
え
て
進
撃
す

る
ソ
連
軍
戦
車
部
隊
。

そ
の
結
果
、
今
日
ま
で
に
判
明
し
て
い
る
だ
け
で
も
約
　
　
「
ソ
連
が
日
本
に
宣
戦
す
る
様
な
事
態
が
　
　
　
　
　
　
　
議
懸
戦
　
　
　
　
　
　
・

五
万
五…
人
も
の
人
た
ち
が
蓮
内
の
抑
留
地
で
灘
超
す
れ
ば
到
底
鷺
は
な
い
、
今
後
は
　
　
甑
麗
　
膿

蜂
馨
膿
撫
麹
購
鰹
賜
講
騰
　
　
㌻
翻
増
饗

議
塗
欝
遜
糊
縫
馨
欝
胤
蒜
藻
箋
霧
趨
嫉
魑
黎
　
　
　
　
藍
響
騰

的
な
敗
北
を
予
感
し
て
い
た
民
衆
の
存
在
も
さ
ら
に
脅
　
　
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
（
纐
纈
　
厚
）
　
　
　
　
　
，
　
籔
　
　
　
　
．
運
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